
〈この表の見方〉

ア． 厚生年金基金の掛金は、(A)をご覧ください。

          (６５歳未満 加算適用加入員用)

全国電子情報技術産業厚生年金基金
イ． 育児休業掛金免除の対象になる部分は、

等 標準給与 ①加入員 ②事業主 ③加入員 ④事業主 ⑤加入員 ⑥事業主 標準給与 　基本標準掛金の、事業主： 20/1000、加入員：19/1000の合計で、39/1000が　

級 （報酬） 19 38.7 68.37 68.37 87.37 107.07 （報酬） 　免除となります。　　　

月　　額 1000 1000 1000 1000 1000 1000 月　額 　事業主のみの負担である基本特別掛金 2/1000、加算標準掛金 6/1000

 円以上 ～ 　 円未満 　加算特別掛金 9/1000、事務費掛金 1.7/1000　合計 18.7/1000は、

1 98,000 101,000 1,862.0 3,792.6 6,700.3 6,700.3 8,562.3 10,492.9 98,000 　免除になりません。

2 104,000 101,000 ～ 107,000 1,976.0 4,024.8 7,110.5 7,110.5 9,086.5 11,135.3 104,000
3 110,000 107,000 ～ 114,000 2,090.0 4,257.0 7,520.7 7,520.7 9,610.7 11,777.7 110,000 ウ． 平成15年4月から導入された総報酬制により、賞与からも掛金を納めていただく

4 118,000 114,000 ～ 122,000 2,242.0 4,566.6 8,067.7 8,067.7 10,309.7 12,634.3 118,000 ことになります （上限は150万円です）。

5 126,000 122,000 ～ 130,000 2,394.0 4,876.2 8,614.6 8,614.6 11,008.6 13,490.8 126,000 掛金率は、事業主と本人負担の基本標準掛金の39/1000になります。

6 134,000 130,000 ～ 138,000 2,546.0 5,185.8 9,161.6 9,161.6 11,707.6 14,347.4 134,000
7 142,000 138,000 ～ 146,000 2,698.0 5,495.4 9,708.5 9,708.5 12,406.5 15,203.9 142,000 エ． ②に円未満の端数が表示されていますが、これは一応の目安にしていただくも

8 150,000 146,000 ～ 155,000 2,850.0 5,805.0 10,255.5 10,255.5 13,105.5 16,060.5 150,000 ので、実際に負担していただく額は「掛金納入告知書」で通知した額になります。

9 160,000 155,000 ～ 165,000 3,040.0 6,192.0 10,939.2 10,939.2 13,979.2 17,131.2 160,000 厚生年金保険料に円未満の端数がある場合の取り扱いは、事業主と被保険者

10 170,000 165,000 ～ 175,000 3,230.0 6,579.0 11,622.9 11,622.9 14,852.9 18,201.9 170,000 の間で特約がない限り、「通貨の単位及び貨幣の発行等に関する法律」第三条

11 180,000 175,000 ～ 185,000 3,420.0 6,966.0 12,306.6 12,306.6 15,726.6 19,272.6 180,000 によります。

12 190,000 185,000 ～ 195,000 3,610.0 7,353.0 12,990.3 12,990.3 16,600.3 20,343.3 190,000
13 200,000 195,000 ～ 210,000 3,800.0 7,740.0 13,674.0 13,674.0 17,474.0 21,414.0 200,000 オ． ⑤の額は、厚生年金保険のみに加入している方（当基金に加入していない会社

14 220,000 210,000 ～ 230,000 4,180.0 8,514.0 15,041.4 15,041.4 19,221.4 23,555.4 220,000 の方）と同額です。

15 240,000 230,000 ～ 250,000 4,560.0 9,288.0 16,408.8 16,408.8 20,968.8 25,696.8 240,000
16 260,000 250,000 ～ 270,000 4,940.0 10,062.0 17,776.2 17,776.2 22,716.2 27,838.2 260,000
17 280,000 270,000 ～ 290,000 5,320.0 10,836.0 19,143.6 19,143.6 24,463.6 29,979.6 280,000
18 300,000 290,000 ～ 310,000 5,700.0 11,610.0 20,511.0 20,511.0 26,211.0 32,121.0 300,000
19 320,000 310,000 ～ 330,000 6,080.0 12,384.0 21,878.4 21,878.4 27,958.4 34,262.4 320,000  <掛金のしくみ>

20 340,000 330,000 ～ 350,000 6,460.0 13,158.0 23,245.8 23,245.8 29,705.8 36,403.8 340,000 基金未加入事業所の 基金加入事業所の
21 360,000 350,000 ～ 370,000 6,840.0 13,932.0 24,613.2 24,613.2 31,453.2 38,545.2 360,000 厚生年金保険料率 厚生年金基金掛金率
22 380,000 370,000 ～ 395,000 7,220.0 14,706.0 25,980.6 25,980.6 33,200.6 40,686.6 380,000
23 410,000 395,000 ～ 425,000 7,790.0 15,867.0 28,031.7 28,031.7 35,821.7 43,898.7 410,000 事務費掛金 1.7/1000

24 440,000 425,000 ～ 455,000 8,360.0 17,028.0 30,082.8 30,082.8 38,442.8 47,110.8 440,000 加算特別掛金 9/1000

25 470,000 455,000 ～ 485,000 8,930.0 18,189.0 32,133.9 32,133.9 41,063.9 50,322.9 470,000 加算標準掛金 6/1000

26 500,000 485,000 ～ 515,000 9,500.0 19,350.0 34,185.0 34,185.0 43,685.0 53,535.0 500,000 基本特別掛金 2/1000

27 530,000 515,000 ～ 545,000 10,070.0 20,511.0 36,236.1 36,236.1 46,306.1 56,747.1 530,000 基本標準掛金 1/1000

28 560,000 545,000 ～ 575,000 10,640.0 21,672.0 38,287.2 38,287.2 48,927.2 59,959.2 560,000 老齢厚生年金

29 590,000 575,000 ～ 605,000 11,210.0 22,833.0 40,338.3 40,338.3 51,548.3 63,171.3 590,000 174.74  （報酬比例部分）    事業主と加入員

30 620,000 605,000 ～ 635,000 11,780.0 23,994.0 42,389.4 42,389.4 54,169.4 66,383.4 620,000 1000 38 38 　　　 折半負担

仮31 650,000 635,000 以上 1000 1000

基礎年金（定額部分）
の給付とその他
136.74
1000

合
計

基金へ納付

   （注）　上記数値は標準報酬月額に対する値です

事業主のみ負担

   この部分は国（年金事務所）へ納めます

基本部分

　事務費掛金 1.7/1000となります。

　（A）欄の②事業主負担分38.7/1000の内訳は、基本標準掛金 20/1000、

　基本特別掛金 2/1000、加算標準掛金 6/1000、加算特別掛金 9/1000、

厚生年金基金掛金と厚生年金保険料の負担額表

平成２６年９月１日から適用

報　酬　月　額

（Ａ）厚生年金基金掛金 （Ｂ）年金事務所保険料 （Ｃ）　合　　計

  （金額単位  ：  円）


